
（社）日本建築学会近畿支部 

2007 年度第１回空気環境部会 議事録（案） 

 

日時 ：平成 19 年 5 月 17 日（木）16:00～19:30 

場所 ：大阪市立大学文化交流センター 大セミナー室 

出席者：井上，小林，近本，橋本，林，楢崎,松下,藤田，LIM，山際，山中（主査），甲谷（幹事）、東（幹事） 

（委員 13 名），入江（講演者）（１名） 以上 14 名 

 

資料 ：議事次第・200７年度第１回空気環境部会議事録（案） （資料１-0） 

日本建築学会近畿支部空気環境部会部会員名簿（平成 19 年 4 月１日現在） （資料１-1） 

（社）近畿化学協会合成部会 平成 19 年度第１回フォーラム案内 （資料１-2） 

アスベスト問題について （資料１-3） 

石綿の人体への影響 （資料１-4） 

アスベストばく露による生涯リスク （資料１-5） 

アスベスト(石綿)の機器測定技術 （資料１-6） 

 

議事 

1. 山中主査あいさつ，本日の議題の概略説明 
2. 前回議事録（資料 1-0）が承認された。 
3. 空気環境部会部会員名簿（資料 1-1）が提示され、以下９名が部会員として参加することが承認された。 
大黒賢宏（大阪ガス）、西尾雄彦（大阪ガス）、大野弘晶（日本カノマックス）、安積宏高（畿央大学・摂

南大学）、藤田浩司（神戸大学大学院）、小林知広（大阪大学大学院）、竹村明久（大阪大学大学院）、LIM 

Eunsu（大阪大学大学院）、板倉朋世（大同工業大学大学院） 

4. （社）近畿化学協会合成部会主催 平成 19 年度第１回フォーラム「化学物質による健康被害」（資料 1-2）
が紹介された。 

5. 第１回空気環境シンポジウム（6 月 30 日（土））の準備・進捗状況が報告された（資料 1-0）。 
予算と会費を確認し、引き続き参加者を募ることとした。 

6. 講演 
6-1．アスベストの健康影響とアカデミックスタンダード （資料 1-3, 1-4，1-5） 

講演者：入江建久先生 （新潟医療福士大学） 

・アスベスト問題の歴史的経緯、人体影響からみた規制単位などについて講演された。 

・アスベストの種類による人体影響への違いに関する質疑応答があった。 

6-2．アスベスト（石綿）の機器測定技術 （資料 1-6） 

講演者：井上義雄先生 （大阪大学） 

・従来の測定方法とその特徴、石綿の自動計測システムについて講演された。 

・サンプリング（慣性法）、捕集用フィルタの形状、自動計測システムのプログラム、肺癌や中皮腫に関する

リスクなどについて質疑応答があった。 

 

次回： 

第１回空気環境シンポジウム＋部会（2007.6.13（土）15:00～17:00、大阪市立大学文化交流センターホール） 

                                                                     

以上 

（記録：東実千代） 


